
診療参加型臨床実習を⾏うにあたってのお願い

診療参加型臨床実習とその必要性
診療参加型臨床実習とは、共⽤試験に合格した「臨床実習⽣ (医学)」（医学部 4〜6 年⽣）が、患者さんの診
療を担当する医療チームの⼀員として実際の医療を学んでいく制度です。患者さんからこれまでの経過を伺
い、基本的な⾝体診察を⾏ったうえで、原因となる疾患を予測し、必要な検査を選択して、最終的な治療⽅
針を決定するまでのプロセスを実践的に学びます。この実習を通じて、臨床実習⽣ (医学) は医師として不可
⽋な態度や技能を習得します。また、実習での経験は国家試験合格後の医師臨床研修へと引き継がれ、将来
のより質の⾼い医療の提供へと直結します。診療参加型臨床実習は、我が国の未来を担う「良き臨床医」を
育成するために必要不可⽋な取り組みです。患者さんの皆様には、何卒ご理解とご協⼒を賜りますようお願
い申し上げます。

臨床実習⽣ (医学) としての能⼒と資格
医学⽣が診療参加型臨床実習に参加するに⾜る能⼒（知識、技能、態度）を備えているかどうかは、実習開
始前に実施される全国統⼀の「共⽤試験（知識・実技）」および学内独⾃の試験等によって厳格に評価され
ます。これらの試験に合格し、臨床実習⽣ (医学) としての能⼒と資格を認定された医学⽣のみが実習に参加
します。なお、令和 5 年 4 ⽉ 1 ⽇施⾏の改正医師法により、厚⽣労働省令で定める共⽤試験に合格した医学
⽣は、医師の厳格な指導・監督の下において、⼀定の医⾏為を⾏うことが法的に認められています（可能な
医⾏為については裏⾯の⼀覧表をご参照ください）。

医療事故等への補償
実習においては万全の注意を払っておりますが、万⼀、患者さんの健康やプライバシーを損なうような事象
が発⽣した場合には、医学部⻑および病院⻑の責任において、迅速かつ誠実に適切な対応をいたします。

拒否できる権利
診療参加型臨床実習へのご協⼒は、患者さんの⾃由な意思に基づくものであり、いつでも拒否することがで
きます。また、⼀度同意された後でも、随時その同意を撤回することが可能です。さらに、臨床実習⽣ (医
学) が⾏う医⾏為について、特定の⾏為のみを個別に⾮同意とすることもできます。ご協⼒を辞退された
り、同意を撤回されたりする場合でも、その後の診療等において⼀切の不利益を被ることはございません。
ご希望の際は、担当医またはスタッフまでご遠慮なくお申し出ください。

患者相談窓⼝について
診療参加型臨床実習における医⾏為や、臨床実習⽣ (医学) に対する疑問、ご意⾒、ご不安な点等についてご
相談いただける専⽤の窓⼝を設けております。ご相談の際は患者さんのプライバシーを厳守いたしますの
で、どうぞ安⼼してご利⽤ください。

近畿⼤学医学部
近畿⼤学病院



「医学部の臨床実習において実施可能な医行為の研究」において例示されている医行為




